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福祉部会の報告

１０月１６日（土）、長野建設産業労働組合若槻支部の皆さ

んに若槻地区に住む高齢者（６５歳以上）で、住宅の修理に

困っている方を対象に修理をしていただきました。簡単な修

理に限定しましたが２９件の申し込みがありました。

修理をしていただいた方から、「歳をとると、高いところの

修理は足が震えてできませんでしたが、本当に助かりまし

た」、「丁寧に修理していただき、感謝しています」など御礼

の言葉が多数寄せられ、「住宅デー事業」の成果が、十分発

揮されました。
恒例のボランティア修理

コミわか主催の若槻地区愛のチャリティバザーが、１１月１４日（日）

若槻コミュニティセンター体育館で今年も盛大に開催されました。

当日は、１０時からというにもかかわらず９時３０分にはお客さんが集

まり始め、開店１０分前には１２０名が並び開店を待ちわびていました。

轟会長のカウントダウンと鐘とクラッカーを合図に、客はお目当ての

コーナーへ殺到。今年は野菜の高値の影響で野菜売り場が混雑、一人

で大根を２０本から４０本も購入する人もあり、開店１時間ほどで完売。

他の商品売り場も終了３０分前に値引きがされ、ほぼ完売に近い盛況

ぶりでした。

お蔭様で今年の売上は６３０，１５４円と昨年を上回り、過去最高額を樹立しました。売上金は、地域福祉活

動を推進するための資金として活用させていただきます。

善意の品をご提供いただいた地区の皆様、協力店の皆様の温かいご支援とご協力に心から感謝申し上げま

す。ありがとうございました。

大勢の皆さんで賑わうバザー

善意に感謝

１２月１８日（土）、若槻コミュニティセンター駐車場で小型

除雪機の操作講習会を開きました。

除雪機のメンテナンスを行っている渡辺商会の渡邉直樹

さんから、作業前の点検のポイント・エンジンのかけかた・

運転操作の仕方等基本動作と実技を学びました。また、エ

ンジンの故障で作業中に除雪機が止まってしまった時の裏

技も学びました。

今年は、まだ本格的な雪が降りませんが、大雪に備え受

講者一人ひとり熱心に除雪機を動かし安全な運転操作の

方法を身に付けることができました。 慣れない手付きで操作を学びました


